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概要
本研究では、テキスト平易化のための日本語パ

ラレルコーパスを構築し、公開1）した。テキスト平
易化とは、文の意味を保持しつつ、難解な文を平
易に言い換えるタスクのことである。既存の日本
語コーパスとしては、文を非専門家が平易化した
SNOW [1, 2]や、専門家が平易化した JADES [3]があ
る。SNOWの平易化は、作者らによって定義された
基礎語彙 2,000語2）に基づくため、この語彙で網羅
できない表現については、却ってわかりにくい言い
回しが見られる。また、JADESは小規模である。既
存の日本語テキスト平易化パラレルコーパスには、
高品質かつ大規模なコーパスは存在しない。
そこで本研究では、高品質かつ大規模な日本語の

テキスト平易化パラレルコーパスを構築するため
に、訪日観光客向けメディアMATCHA3）の日本語記
事とその専門家による平易化版の記事 4）の対から人
手で文アライメントをとった。ただし、記事単位で
平易化されており、全ての難解文に対して意味的に
完全に対応する平易文が存在するわけではないた
め、完全一致と部分一致の 2種類の文アライメント
をとった。文対の抽出後、著者らが人手で誤字脱字
を訂正し、括弧の用法などのスタイルを統一した。
我々のMATCHAコーパスは、完全一致 11,000文対
と部分一致 5,000文対の計 16,000文対からなる。

1） https://github.com/EhimeNLP/matcha

2） https://www.jnlp.org/GengoHouse/list/語彙
3） https://matcha-jp.com/

4） 日本語能力試験新 4級相当（旧 3級相当）の文法や単語を
用いて、通常の日本語記事を書き換えて作成されている。

表 1 日本語テキスト平易化コーパスの特徴
専門家による 言い換えの 言い換えの 規模言い換え 多様性 品質

SNOW - ★ ★★ 85,000
JADES ✓ ★★★ ★ 3,907
MATCHA ✓ ★★★ ★★★ 16,000

コーパスを人手評価した結果を表 1に示す。専門
家が平易化したパラレルコーパスは非専門家による
ものと比べて多様な平易化操作を含んでいることが
明らかになった。また、SNOWの平易化操作が語句
の置換に集中している一方で、JADESや MATCHA
には語句の挿入や削除、並び替えや文分割など多様
な変換が含まれることもわかった。さらに、本コー
パスは他のコーパスよりも流暢かつ意味を保持した
平易化が行われていることを確認した。

SNOWおよび MATCHAを用いて事前訓練済み系
列変換モデルをファインチューニングし、テキスト
平易化モデルを構築した。実験の結果、MATCHA
で訓練したモデルは SNOWで訓練したモデルに比
べて、流暢かつ意味を保持した平易化ができること
を確認した。MATCHA上での訓練においては、完
全一致の文対のみで訓練したモデルの方が流暢性お
よび同義性に優れる一方、平易性については部分一
致の文対も訓練に含めた方が高い性能を発揮した。
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